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五
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日
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平
成
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北
方
町
議
会 

 
 

 
 

 

 



 

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
九
日 

 
 

 
 

平
成
二
十
一
年
第
三
回
北
方
町
議
会
臨
時
会
会
議
録 

 

一
、
出
席
議
員
及
び
欠
席
議
員 

出
席
議
員 

 
 

一
番 
 

鈴 

木 

浩 

之 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
番 

 

安 

藤 

浩 

孝 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
番 

 

廣 

瀬 

和 

良 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
番 

 

中 

村 

広 

一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
五
番 

 

福 

井 

裕 

子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
番 

 

立 

川 

良 

一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

七
番 

 
戸 

部 

哲 

哉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
番 

 

井 
野 

勝 

已 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

九
番 

 

日 

比 
玲 

子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十
番 

 

田 

中 

五 
郎 

欠
席
議
員 

 

な 

し 



  

二
、
職
務
の
た
め
出
席
し
た
事
務
局
職
員 

議
会
事
務 

局 

長 
 

高 

橋 

善 

明 

議 

会 

書 

記 
 

木
野
村 

幸 

子 

議 

会 

書 

記 
 

小 

林 

卓 

二 

 

三
、
説
明
の
た
め
出
席
し
た
者
の
職
氏
名 

町 
 

 
 

 

長 
 

室 

戸 

英 

夫 

副 
 

 

町 
 
 

長 
 

山 

本 

繁 

美 

参
事
兼
税
務
課
長 

 

高 

橋 
 

 

勉 

総 

務 

課 

長 
 

村 
木 

俊 

文 

住
民
保
険 

課 

長 
 

山 
田 
忠 

義 

 

四
、
議
事
日
程 

 

第
一 

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名 



第
二 

会
期
の
決
定 

第
三 

 

議
案
一
括
上
程 

 

議
案
第
二
十
三
号 

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
北
方
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）（
町
長
提
出
） 

 
 

議
案
第
二
十
四
号 

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
北
方
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

（
町
長
提
出
） 

 
 

議
案
第
二
十
五
号 
北
方
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
町
長
提
出
） 

 
 

議
案
第
二
十
六
号 

北
方
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て （

町
長
提
出
） 

 
 

議
案
第
二
十
七
号 

北
方
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
町
長
提
出
） 

 
 

議
案
第
二
十
八
号 

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
町
長
提
出
） 

 
 

議
案
第
二
十
九
号 

平
成
二
十
一
年
度
北
方
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
を
定
め
る
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
町
長
提
出
） 

 

五
、
本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件 

 

日
程
第
一
か
ら
日
程
第
三
ま
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



   
 

 

午
前
九
時
三
十
二
分 

開
会 

一
、
議
長 

改
め
ま
し
て
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

き
ょ
う
は
急
遽
臨
時
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
全
員
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

た
だ
い
ま
か
ら
会
議
を
開
き
ま
す
。 

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
十
名
で
あ
り
ま
す
。
定
足
数
に
達
し
て
お
り
ま
す
の
で
議
会
は
成
立
い
た
し
ま
し
た
。 

 
 

 

こ
れ
よ
り
平
成
二
十
一
年
第
三
回
北
方
町
議
会
臨
時
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

直
ち
に
本
日
の
会
議
を
開
き
ま
す
。 

 
 

 

本
日
の
日
程
は
お
手
元
に
印
刷
配
付
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。 

日
程
第
一 

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名 

一
、
議
長 

日
程
第
一 

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
を
行
い
ま
す
。 

 
 

 

会
議
録
署
名
議
員
は
、
会
議
規
則
第
百
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
議
長
に
お
い
て
七
番
戸
部
哲
哉
君
及
び
九
番
日
比
玲
子
君
を

指
名
い
た
し
ま
す
。 

日
程
第
二 

会
期
の
決
定 

一
、
議
長 

日
程
第
二 

会
期
の
決
定
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 



 
 

 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
本
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 

（
異
議
な
し
） 

 

一
、
議
長 

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。 

 
 

 

よ
っ
て
本
臨
時
会
の
会
期
は
、
本
日
一
日
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

日
程
第
三 
議
案
第
二
十
三
号
か
ら
議
案
第
二
十
九
号
に
つ
い
て 

一
、
議
長 

日
程
第
三 

議
案
第
二
十
三
号
か
ら
議
案
第
二
十
九
号
ま
で
を
一
括
議
題
と
い
た
し
ま
す
。
提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま

す
。
町
長
。 

 
 

一
、
町
長 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

第
三
回
の
臨
時
会
を
お
願
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
議
員
の
皆
さ
ん
方
に
は
全
員
の
ご
出
席
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
て
、
ご
審
議
が
い
た
だ
け
ま
す
こ
と
を
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
住
民
対
話
集
会
を
こ

の
五
月
に
入
り
ま
し
て
か
ら
、
ご
案
内
の
よ
う
に
四
箇
所
で
開
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
す
ぐ
る
二
十
七
日
が
最
後
の
日
で
ご

ざ
い
ま
し
た
が
、
そ
の
間
議
員
の
皆
様
方
に
は
大
変
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

で
は
、
本
日
の
議
会
で
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
議
案
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ま
ず
審
議
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
専
決
処
分
に
関
す
る
も
の
が
二
件
、
条
例
に
関
す
る
も
の
が
三
件
、
予
算
の
補
正
を
一
般
会
計
で

お
願
い
す
る
も
の
一
件
、
そ
の
他
の
も
の
と
し
て
和
解
と
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
一
件
の
合
計
七
件
で
ご
ざ 



  
い
ま
す
。
一
括
し
て
上
程
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ご
説
明
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
ま
ず
議
案
第
二
十
三
号
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
北
方
町
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
地
方
税
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
に
交
付
を
さ

れ
ま
し
た
こ
と
に
よ
り
、
北
方
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正
の
必
要
が
生
じ
ま
し
た
が
、
同
法
律
が
四
月
一
日
の
施
行
の
た
め
に
議

会
を
招
集
す
る
一
間
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
っ
て
専
決
処
分
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
よ

っ
て
そ
の
ご
承
認
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の
主
な
改
正
点
は
個
人
住
民
税
に
よ
る
住
宅
借
入
金
等
税
額
控
除
制

度
の
創
設
に
伴
い
な
い
関
係
条
文
の
追
加
と
適
正
区
分
の
見
直
し
な
ど
を
行
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
上
場
株
式
等
の
配

当
金
譲
渡
益
に
対
す
る
軽
減
税
率
の
延
長
な
ど
所
用
の
整
備
を
行
い
ま
す
と
と
も
に
、
固
定
資
産
税
に
つ
き
ま
し
て
は
長
期
有
料

住
宅
、
二
百
年
住
宅
と
言
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
に
対
し
て
税
の
減
額
措
置
を
行
う
こ
と
、
ま
た
平
成
二
十
一
年
度
評
価
替

え
に
伴
い
宅
地
等
に
係
る
負
担
調
整
措
置
の
仕
組
の
現
行
制
度
を
維
持
す
る
条
文
の
整
備
を
行
う
も
の
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

議
案
第
二
十
四
号
、
同
じ
く
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
北
方
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
議
案
に
つ
き
ま
し
て
も
第
二
十
三
号
と
同
様
に
議
会
を
招
集
す
る
一
間
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
専
決
処
分
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
そ
の
ご

承
認
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
改
正
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
多
岐
に
亘
り
ま
す
の
で
、
別
添
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お



り
ま
す
北
方
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
新
旧
対
照
表
を
ご
ら
ん
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

議
案
第
二
十
五
号
北
方
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制

定
に
つ
い
て
、
議
案
第
二
十
六
号
北
方
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
、 

議
案
第
二
十
七
号
北
方
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
案
内
で

ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
五
月
一
日
人
事
院
が
国
家
公
務
員
の
今
回
の
期
末
勤
勉
手
当
に
つ
い
て
従
来
の
二
・
一
五
か
月
分
の
う
ち
約
一

割
に
相
当
い
た
し
ま
す
〇
・
二
箇
月
分
を
支
払
わ
な
い
よ
う
に
と
、
内
閣
と
国
会
に
人
事
院
勧
告
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
慣
例
に
し
た
が
い
北
方
町
職
員
の
給
与
も
〇
・
二
箇
月
分
を
減
じ
て
支
払
う
こ
と
と
い
た
し
ま
す
の
で
、
議
員
の
皆
さ
ん
、

そ
れ
か
ら
常
勤
特
別
職
と
と
も
に
、
こ
の
措
置
に
準
じ
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
今

回
の
ボ
ー
ナ
ス
は
一
・
九
五
ヶ
月
の
支
給
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

議
案
第
二
十
八
号
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
平
成
二
十
年
八
月
五
日
に
本
巣
消
防
事

務
組
合
職
員
が
、
同
日
三
重
県
消
防
学
校
に
お
い
て
行
わ
れ
た
消
防
救
助
技
術
東
海
地
区
指
導
会
に
参
加
の
た
め
、
本
町
公
用
車

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
走
行
中
に
、
海
津
市
海
津
町
安
田
地
内
の
揖
斐
川
左
岸
堤
防
道
路
に
お
い
て
、
大
垣
市
竹
島
町
一
三
四
番
地
の
大

橋
聡
氏
運
転
の
乗
用
車
と
接
触
事
故
を
起
こ
し
ま
し
て
、
保
険
会
社
を
通
じ
て
き
ょ
う
ま
で
の
話
し
合
い
の
結
果
、
示
談
が
成
立

を
し
て
、
和
解
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
賠
償
額
二
十
六
万
一
千
八
百
六
十
九
円
を
支
払
う
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。 

 
 

 
 

 

議
案
第
二
十
九
号
平
成
二
十
一
年
度
北
方
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
を
定
め
る
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
行
予 



  
算
の
歳
入
歳
出
に
総
額
八
百
三
十
三
万
九
千
円
を
追
加
し
て
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
十
七
億
九
千
三

百
三
十
三
万
九
千
円
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
た
だ
い
ま
ご
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
交

通
事
故
の
賠
償
金
二
十
六
万
一
千
円
、
固
定
資
産
の
所
有
者
認
定
の
誤
り
に
よ
る
過
誤
納
還
付
金
八
百
七
万
八
千
円
を
支
払
う
た

め
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
繰
越
金
で
八
百
七
万
八
千
円
を
、
損
保
会
社
か
ら
の
保
険
給
付
金
二
十

六
万
一
千
円
で
補
填
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
以
上
一
括
上
程
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
適
切
な
ご
決
定
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
を
申
し
上
げ
て
ご
提
案
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

一
、
議
長 

で
は
こ
こ
で
暫
時
休
憩
と
い
た
し
ま
す
。 

午
前
九
時
四
十
一
分 

休
憩 

午
前
十
時
五
十
八
分 

再
開 

一
、
議
長 

休
憩
前
に
引
き
続
き
会
議
を
開
き
ま
す
。 

日
程
第
三
議
案
第
二
十
三
号
か
ら
議
案
第
二
十
九
号
ま
で
の
一
括
議
題
の
議
事
を
続
け
ま
す
。
議
案
第
二
十
三
号
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
北
方
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。
提
案
説
明
が
終
わ

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

（
省
略
の
声
あ
り
） 



一
、
議
長 

質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。
討
論
を
行
い
ま
す
。 

一
、
九
番 

日
比
玲
子
君 

議
案
第
二
十
三
号
に
反
対
討
論
を
行
い
ま
す
。
主
な
町
民
税
の
改
正
と
し
て
は
住
宅
借
入
金
等
の
特
別
控

除
の
創
設
、
ま
た
上
場
株
式
等
の
配
当
金
に
係
る
優
遇
措
置
の
改
正
な
ど
、
も
う
一
つ
は
固
定
資
産
税
に
関
し
て
今
年
度
は
評
価

替
え
の
年
に
当
た
り
ま
す
が
負
担
調
整
措
置
等
の
継
続
に
伴
う
改
正
な
ど
、
非
課
税
措
置
の
拡
充
、
認
定
長
期
優
良
住
宅
に
対
す

る
特
別
措
置
の
創
設
な
ど
が
主
な
改
正
内
容
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
株
式
の
配
当
や
譲
渡
益
は
、
町
で
は
五
百
四
万
円
位
の
申

告
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
わ
ず
か
と
は
言
え
株
式
の
配
当
や
譲
渡
益
に
係
る
税
率
は
本
来
二
〇
％
取
る
べ
き
な
の
に
、
株
を
や
る

よ
う
な
人
は
あ
る
程
度
恵
ま
れ
た
人
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
当
然
二
〇
％
取
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
預
貯
金
の
利
子

は
二
〇
％
も
取
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
働
い
て
所
得
の
最
低
税
率
も
所
得
税
と
住
民
税
合
わ
せ
て
一
五
％
も
取
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
こ
と
を
考
え
た
と
き
に
株
の
取
引
で
多
額
の
利
益
を
儲
け
て
一
〇
％
と
低
い
税
率
で
優
遇
す
る
と
い
う
の
は
ま
す
ま
す
今

現
在
の
貧
困
格
差
を
広
げ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
反
対
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

一
、
議
長 

討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。 

こ
れ
よ
り
議
案
第
二
十
三
号
を
採
決
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

本
案
は
、
原
案
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

（
起
立
八
名
） 

一
、
議
長 

起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
二
十
三
号
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

一
、
議
長 

議
案
第
二
十
四
号
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
北
方
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条 



  
例
）
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。
提
案
説
明
が
終
わ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

（
省
略
の
声
あ
り
） 

一
、
議
長 

質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。
討
論
を
行
い
ま
す
。 

一
、
九
番 

日
比
玲
子
君 
議
案
第
二
十
四
号
に
反
対
討
論
を
い
た
し
ま
す
。
介
護
保
険
料
の
一
世
帯
あ
た
り
年
間
課
税
限
度
額
を
九

万
円
か
ら
十
万
円
、
一
万
円
の
引
き
下
げ
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
町
で
は
百
四
十
五
人
が
該
当
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
周
辺
に
い
る
人
も
ち
ょ
っ
と
大
変
で
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
先
の
地
方
税
改
正
で
上
場
株
式
等
の
優
遇
税
制
も
こ
の
国

民
健
康
保
険
税
に
連
動
し
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
株
な
ど
で
儲
け
た
高
額
所
得
者
の
控
除
適
用
な
ど
に
よ
っ
て
保
険
料
収
入
が
減

少
し
て
低
所
得
者
の
国
民
健
康
保
険
税
が
引
上
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
が
し
、
私
は
こ
う
し
た
こ
と
は
や
る
べ
き
で
は

な
い
と
思
う
し
、
あ
る
意
味
で
は
こ
う
い
っ
た
意
味
で
公
平
性
が
損
な
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
懸
念
し
て
反
対
い

た
し
ま
す
。 

一
、
議
長 

討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。 

こ
れ
よ
り
議
案
第
二
十
四
号
を
採
決
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

本
案
は
、
原
案
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

（
起
立
八
名
） 



一
、
議
長 

起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
二
十
四
号
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

一
、
議
長 

議
案
第
二
十
五
号
北
方
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。
提
案
説
明
が
終
わ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

（
省
略
の
声
あ
り
） 

一
、
議
長 

質
疑
を
終
結
い
た
し
ま
す
。
討
論
を
行
い
ま
す
。 

一
、
九
番 

日
比
玲
子
君 
議
案
第
二
十
五
号
か
ら
二
十
六
・
二
十
七
号
に
対
し
て
関
連
し
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
第
二
十
五
号
議
案

の
と
こ
ろ
で
反
対
討
論
し
て
、
他
の
議
案
も
反
対
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
公
務
員
の
賃
金
は
毎

年
人
事
院
の
民
間
の
企
業
の
調
査
を
行
っ
て
八
月
に
勧
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
度
の
人
事
院
勧
告
は
八
月
を
待
た
ず

に
今
回
行
わ
れ
た
人
事
院
勧
告
は
た
っ
た
二
千
七
百
社
の
郵
送
調
査
で
、
製
造
業
を
中
心
と
し
て
わ
ず
か
三
百
四
十
社
の
回
答
を

根
拠
に
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
岐
阜
県
で
は
給
与
を
下
げ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
現
段
階
で
は
県
内
の
企
業
の
実

態
を
正
確
に
把
握
で
き
な
い
と
し
て
、
今
回
は
見
送
っ
た
そ
う
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の
人
事
院
勧
告
は
不
十
分
な
調
査
に
基
づ
き
、

異
例
に
出
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
民
間
企
業
の
賃
金
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
国
民
に

定
額
給
付
金
を
ば
ら
ま
い
た
と
思
っ
た
ら
、
今
度
は
公
務
員
等
の
給
与
を
カ
ッ
ト
す
る
。
消
費
低
迷
と
景
気
悪
化
の
悪
循
環
を
加

速
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
う
し
た
内
需
を
拡
大
す
る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
内
需
拡
大
す
る
た
め
に
も
国
民
総
生
産
の
約
六
割
が
家
計
消
費
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
わ
ず
か
〇
・
二
箇
月
カ
ッ
ト
す
る

と
い
っ
て
も
町
と
し
て
も
九
百
万
位
影
響
あ
る
そ
う
で
す
け
ど
、
地
域
経
済
に
も
い
ろ
ん
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
な
い
か
と
思 



 

 
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
う
し
た
こ
と
を
や
め
て
懐
を
温
め
て
や
る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
反
対
い
た
し
ま
す
。 

一
、
議
長 

賛
成
討
論
ご
ざ
い
ま
す
か
。 

一
、
七
番 

戸
部
哲
哉
君 

私
は
こ
の
二
十
五
号
関
連
し
ま
し
て
二
十
六
号
・
二
十
七
号
に
つ
き
ま
し
て
、
賛
成
の
立
場
で
討
論
さ
せ

て
い
だ
き
ま
す
。
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
職
員
の
給
料
も
含
め
て
下
げ
る
と
い
う
話
は
、
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
は
や
む
を
得
な
い
、

さ
る
と
て
下
げ
る
こ
と
に
手
を
打
っ
て
賛
成
す
る
わ
げ
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で
長
年
に
わ
た
り
職
員
と
い
う
の
は
親
方

日
の
丸
的
な
国
に
身
分
・
給
料
・
保
障
等
を
守
ら
れ
て
き
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
特
に
給
料
に
関
し
て
は
上
げ
る

も
下
げ
る
も
人
事
院
の
勧
告
に
基
づ
い
て
北
方
町
は
全
て
そ
れ
に
従
っ
て
き
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
た
ま
た
ま
今
回
は
景
気
動
向

等
の
中
で
〇
・
二
箇
月
下
げ
る
と
い
う
案
が
だ
さ
れ
て
、
そ
れ
に
対
し
て
今
回
だ
け
が
反
対
と
い
う
こ
と
は
理
に
あ
わ
な
い
と
そ

う
思
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
い
ま
し
て
今
回
は
こ
れ
に
賛
成
を
い
た
し
ま
し
て
、
人
事
院
の
勧
告
に
こ
れ
か
ら
従
っ
て
い
く
か
ど

う
か
と
い
う
の
は
今
後
の
課
題
・
議
論
の
対
象
と
な
る
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、
今
回
提
出
さ
れ
ま
し
た
議
案
に
関
し
ま
し
て
は

賛
成
と
い
た
し
ま
す
。 

一
、
議
長 

討
論
を
終
結
い
た
し
ま
す
。 

こ
れ
よ
り
議
案
第
二
十
五
号
を
採
決
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

本
案
は
、
原
案
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 



 
 

 
 

（
起
立
八
名
） 

一
、
議
長 

起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
二
十
五
号
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

一
、
議
長 
議
案
第
二
十
六
号
北
方
町
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
を
議
題 

と
い
た
し
ま
す
。
提
案
説
明
が
終
わ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

（
省
略
の
声
あ
り
） 

一
、
議
長 

こ
れ
よ
り
議
案
第
二
十
六
号
を
採
決
い
た
し
ま
す
。 

本
案
は
、
原
案
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

（
起
立
八
名
） 

一
、
議
長 

起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
二
十
六
号
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

一
、
議
長 

議
案
第
二
十
七
号
北
方
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

提
案
説
明
が
終
わ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

（
省
略
の
声
あ
り
） 

一
、
議
長 

質
疑
、
討
論
を
省
略
し
、
こ
れ
よ
り
議
案
第
二
十
七
号
を
採
決
い
た
し
ま
す
。
本
案
は
、
原
案
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に

賛
成
の
諸
君
の
起
立
を
求
め
ま
す
。 

 
 

 
 

（
起
立
八
名
） 

一
、
議
長 

起
立
多
数
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
二
十
七
号
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 



  

一
、
議
長 
議
案
第
二
十
八
号
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。 

提
案
説
明
が
終
わ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

（
省
略
の
声
あ
り
） 

一
、
議
長 

質
疑
、
討
論
省
略
の
声
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
議
案
第
二
十
八
号
を
採
決
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

本
案
は
、
原
案
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
ご
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
異
議
な
し
） 

一
、
議
長 

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
二
十
八
号
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

一
、
議
長 

議
案
第
二
十
九
号
平
成
二
十
一
年
度
北
方
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
を
定
め
る
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま

す
。
提
案
説
明
が
終
わ
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
質
疑
を
行
い
ま
す
。 

一
、
九
番 

日
比
玲
子
君 

先
ほ
ど
町
税
の
過
誤
納
の
話
が
税
務
課
長
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、
法
務
局
の
ほ
う
で
間
違
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
、
う
ち
が
過
誤
納
付
金
と
し
て
所
有
者
に
お
金
を
返
す
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
法
務
局
の
ほ
う
で
書
類
が
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
け
ど
も
。
そ
の
書
類
と
い
う
の
は
、
何
年
保
存
を
す
る
の
か
ど
う
か
。
全
く
国
と
し
て
お
か
し
い
の

で
な
い
か
と
思
う
の
で
す
け
ど
、
抗
議
を
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
。
こ
れ
だ
け
の
金
額
八
百
と
い
う
の
は
け
っ
こ
う
大
き
な
数
字
だ

と
思
い
ま
す
け
ど
。
お
願
い
し
ま
す
。 



一
、
参
事
兼
税
務
課
長 

税
金
の
ほ
う
は
お
返
し
し
ま
す
け
ど
、
新
た
な
納
税
者
の
ほ
う
か
ら
お
願
い
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
要

は
保
存
の
期
限
に
つ
い
て
は
確
認
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
法
務
局
の
ほ
う
で
は
、
も
う
現
在
、
町
へ
送
っ
た
控
え
と
い
う
は
無
い
と

い
う
こ
と
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
保
存
期
限
に
つ
い
て
は
確
認
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ま
た
後
日
調
査
し
ま

し
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

一
、
九
番 

日
比
玲
子
君 

町
に
送
っ
た
と
言
わ
れ
れ
ば
、
町
と
し
て
処
理
を
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
ど
こ
で
ど

う
間
違
っ
て
た
の
で
す
か
。 

一
、
参
事
兼
税
務
課
長 

北
方
法
務
局
出
張
所
の
ほ
う
か
ら
、
そ
の
書
類
が
う
ち
の
ほ
う
へ
届
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
事
実
発

生
し
て
お
っ
た
わ
け
で
す
。 

一
、
九
番 

日
比
玲
子
君 

そ
の
書
類
は
う
ち
に
は
届
い
て
い
な
い
。
法
務
局
は
だ
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
控
え
が
無
い
と
い
う

こ
と
は
お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。 

一
、
参
事
兼
税
務
課
長 

法
務
局
に
も
調
査
を
お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
保
存
の
書
類
は
無
い
と
い
う
こ
と
を
い
わ
れ
ま
し
た
の
で
、

う
ち
と
し
て
も
そ
の
事
実
を
確
認
す
る
た
め
に
お
願
い
し
て
、
調
査
を
お
願
い
し
ま
し
た
ら
そ
う
い
う
書
類
は
あ
り
ま
せ
ん
と
い

う
回
答
で
あ
り
ま
し
た
。 

一
、
三
番 

廣
瀬
和
良
君 

法
務
局
か
ら
は
公
文
書
で
来
る
の
で
す
か
。
何
か
頭
に
表
紙
が
つ
い
て
こ
う
し
ま
し
た
と
い
う
こ
と
で
裏

に
表
み
た
い
な
も
の
が
く
っ
つ
い
て
で
て
く
る
の
で
す
か
。 

一
、
参
事
兼
税
務
課
長 

そ
う
で
す
。
そ
う
い
う
書
類
が
、
写
し
が
町
の
ほ
う
へ
い
た
だ
け
ま
す
。
そ
の
欄
の
異
動
通
知
が
最
後
で
落 



 

 
ち
と
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

一
、
三
番 

廣
瀬
和
良
君 

常
識
的
で
は
、
ち
ょ
っ
と
考
え
ら
れ
ん
の
で
、
法
務
局
は
公
文
書
で
出
し
て
い
る
の
で
す
か
。
公
文
書
と

い
う
の
は
必
ず
手
元
に
出
し
た
と
い
う
証
拠
が
残
る
は
ず
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
が
無
い
と
い
う
話
な
ら
、
そ
れ
は
そ

れ
で
わ
か
り
ま
し
た
。 

一
、
一
番 

鈴
木
浩
之
君 

今
の
質
問
に
関
連
し
て
の
こ
と
で
す
け
ど
、
先
ほ
ど
の
全
協
で
利
息
を
含
め
た
金
額
と
い
う
説
明
が
あ
っ

た
の
で
す
け
ど
、
そ
の
内
訳
と
い
う
の
は
わ
か
り
ま
す
か
。 

一
、 

参
事
兼
税
務
課
長 

本
税
に
つ
い
て
は
個
人
情
報
に
な
り
ま
す
の
で
、
還
付
加
算
金
だ
け
の
金
額
は
、
三
十
四
万
五
千
七
百
円

で
す
。 

（
省
略
の
声
あ
り
） 

一
、
議
長 

討
論
省
略
の
声
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
よ
り
議
案
第
二
十
九
号
を
採
決
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

本
案
は
、
原
案
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
ご
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。 

 
 

 
 

（
異
議
な
し
） 

一
、
議
長 

ご
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
二
十
九
号
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

本
臨
時
会
に
付
議
さ
れ
た
事
件
は
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
平
成
二
十
一
年
第
三
回
北
方
町
議
会 



臨
時
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

 
 

 
  

午
前
十
一
時
十
七
分 

閉
会 

 

右
、
会
議
の
経
過
を
記
載
し
て
そ
の
相
違
な
い
こ
と
を
証
す
る
た
め
こ
こ
に
署
名
す
る
。 

  
 

 

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
九
日 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
議 

 

長 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

署
名
議
員 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

署
名
議
員 

 
 
 
 
 
 
 



 
 

 
 

 


